
国後島

２０２３年

８月１日（火）から

８月３日（木）まで

●１日目
羽田空港→根室中標津空港
元島民による体験談
（宿泊：羅臼）
● 2日目
北方四島交流センター見学
根室市内高校生の北方領土出前講座
（宿泊：根室）
● 3日目
納沙布岬・北方館の見学
中標津空港→羽田空港

プログラム（予定）
●募集人数
都内の小学生(５年生以上)、中学生 15名程度
※希望者多数の場合、書類選考となる場合があります。
●参加条件 北方領土問題について学習意欲があること。７月下旬の事前学
習会への参加、視察事業参加後は感想文とアンケートを提出すること。また、
１月開催の都民大会での学習体験発表など、啓発事業に協力してください。
●費用 以下の費用は主催者が負担します。
・羽田空港～中標津空港 航空費
・北海道での宿泊費（２泊）
・現地での移動、活動経費等
※本事業は、独立行政法人北方領土問題対策協会の助成事業です。
●申込方法 6月20日（火）までに参加確認書と参加理由書を学校の先生へ提
出してください。（各学校にてとりまとめの上、以下のメールアドレスにご提出く
ださい。）

募集要項

主催：北方領土の返還を求める都民会議
〒163-8001 東京都新宿区西新宿2-8-1東京都庁第一本庁舎11階南側

東京都政策企画局外務部管理課内 担当：蛭田・遠藤
電話：03(5388)2222 FAX：03(5388)1215 mail：:S0000573@section.metro.tokyo.jp

YouTube

皆さんは北方領土について考えたことはありますか？北海道の北東にある歯舞群島、色丹島、国後島、択捉島
からなる北方領土は、終戦直後、ソ連軍に占拠され、島で暮らしていた日本人は強制的に退去させられました。
この状態は、現在まで続いています。北方領土の返還を求める都民会議では、本問題を身近に捉えてもらい、一
層の理解と関心を高めてもらうことを目的として、青少年等現地視察団を北方領土隣接地域に派遣し、青少年に
元島民の体験談や地元高校生との交流、北方領土関連施設の見学等の機会を提供しています。


